
　

戦
後
の
日
本
で
開
校
し
、

　

戦
後
の
日
本
で
開
校
し
、

４
年
半
で
幕
を
閉
じ
た
鎌
倉

４
年
半
で
幕
を
閉
じ
た
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
の
興
亡
を
描
い

ア
カ
デ
ミ
ア
の
興
亡
を
描
い

た
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

た
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア　

映
画
『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア　

青
の
時
代
』
が
完
成
し
た
。

青
の
時
代
』
が
完
成
し
た
。

５
月
５
月
1414
日
午
後
１
時

日
午
後
１
時
3030
分
、
分
、

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
で
の
特

（
鎌
倉
市
雪
ノ
下
）
で
の
特

別
上
映
を
皮
切
り
に
東
京
、

別
上
映
を
皮
切
り
に
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
で
公
開

大
阪
、
名
古
屋
な
ど
で
公
開

さ
れ
る
。
同
ア
カ
デ
ミ
ア
創

さ
れ
る
。
同
ア
カ
デ
ミ
ア
創

立
7070
周
年
記
念
作
品
。

周
年
記
念
作
品
。

　

１
９
４
６
年
（
昭
和

　

１
９
４
６
年
（
昭
和
2121
）

５
月
、
「
新
し
い
日
本
を
担

５
月
、
「
新
し
い
日
本
を
担

う
若
者
を
育
成
す
る
」
と

う
若
者
を
育
成
す
る
」
と

い
う
理
念
の
下
、

い
う
理
念
の
下
、

鎌
倉
・
材
木
座
の

鎌
倉
・
材
木
座
の

光
明
寺
を
仮
校
舎

光
明
寺
を
仮
校
舎

に
開
校
し
た
鎌
倉

に
開
校
し
た
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
は
、

ア
カ
デ
ミ
ア
は
、

校
長
の
三
枝
博
音

校
長
の
三
枝
博
音

は
じ
め
多
数
の
著

は
じ
め
多
数
の
著

名
な
学
者
、
文
化

名
な
学
者
、
文
化

人
が
教
鞭
を
と
っ

人
が
教
鞭
を
と
っ

た
が
、
激
動
す
る

た
が
、
激
動
す
る

時
代
の
波
に
翻
弄

時
代
の
波
に
翻
弄

さ
れ
４
年
半
で
閉

さ
れ
４
年
半
で
閉

校
。
同
校
か
ら
文

校
。
同
校
か
ら
文

化
・
芸
術
に
貢
献
す
る
多
数

化
・
芸
術
に
貢
献
す
る
多
数

の
人
材
が
輩
出
さ
れ
た
。

の
人
材
が
輩
出
さ
れ
た
。

　

2020
人
に
及
ぶ
関
係
者
の
証

人
に
及
ぶ
関
係
者
の
証

言
と
再
現
映
像
、
資
料
か
ら

言
と
再
現
映
像
、
資
料
か
ら

そ
の
真
実
の
姿
を
追
う
。
今

そ
の
真
実
の
姿
を
追
う
。
今

年
２
月
他
界
し
た
映
画
監
督

年
２
月
他
界
し
た
映
画
監
督

鈴
木
清
順
の
生
前
最
後
の
イ

鈴
木
清
順
の
生
前
最
後
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
。

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
。

　

監
督
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

　

監
督
は
、
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
で
演
劇
科
教
授
を
務
め
た

ア
で
演
劇
科
教
授
を
務
め
た

劇
作
家
・
青
江
舜
二
郎
の
長

劇
作
家
・
青
江
舜
二
郎
の
長

男
大
嶋
拓
さ
ん
。

男
大
嶋
拓
さ
ん
。

　

上
映
後
、
大
嶋
監
督
と
三

　

上
映
後
、
大
嶋
監
督
と
三

浦
衛
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。
千

浦
衛
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。
千

円
。
同
館
☎
０
４
６
７
・

円
。
同
館
☎
０
４
６
７
・
2323

・
２
５
０
０　

・
２
５
０
０　

　

新
緑
の
美
し
い
５
月
、
木

　

新
緑
の
美
し
い
５
月
、
木

々
の
根
元
の
地
面
に
敷
き
詰

々
の
根
元
の
地
面
に
敷
き
詰

め
た
よ
う
に
咲
く
セ
イ
ヨ
ウ

め
た
よ
う
に
咲
く
セ
イ
ヨ
ウ

ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
。

ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
。

　

対
生
す
る
小
さ
な
楕
円
形

　

対
生
す
る
小
さ
な
楕
円
形

の
葉
の
間
か
ら
細
い
花
茎
を

の
葉
の
間
か
ら
細
い
花
茎
を

ま
っ
す
ぐ
に
何
本
も
何
本
も

ま
っ
す
ぐ
に
何
本
も
何
本
も

立
て
て
、
そ
の
先
端
に
穂
状

立
て
て
、
そ
の
先
端
に
穂
状

の
小
さ
な
青
紫
色
の
花
を
輪

の
小
さ
な
青
紫
色
の
花
を
輪

生
さ
せ
る
。
ア
リ
さ
ん
か
ら

生
さ
せ
る
。
ア
リ
さ
ん
か
ら

見
た
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩

見
た
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
摩

天
楼
の
よ
う
な
風
景
か
と
ふ

天
楼
の
よ
う
な
風
景
か
と
ふ

と
思
っ
た
。

と
思
っ
た
。

　

シ
ソ
科
の
多
年
草
で
、
ヨ

　

シ
ソ
科
の
多
年
草
で
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
原
産
。
日
本
固
有

ー
ロ
ッ
パ
原
産
。
日
本
固
有

の
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
の
近
縁

の
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
の
近
縁

種
。
地
面
を
這
う
よ
う
に
根

種
。
地
面
を
這
う
よ
う
に
根

茎
を
伸
ば
し
、
葉
を
つ
け

茎
を
伸
ば
し
、
葉
を
つ
け

る
。
草
丈

る
。
草
丈
1010
〜
2525
㌢
、
花
径

㌢
、
花
径

７
、
８
㍉
ほ
ど
で
、
花
び
ら

７
、
８
㍉
ほ
ど
で
、
花
び
ら

が
ス
ミ
レ
に
似
た
唇
型
。
花

が
ス
ミ
レ
に
似
た
唇
型
。
花

が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
咲
く

が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
咲
く

の
で
そ
の
様
子
を
宮
中
の
女

の
で
そ
の
様
子
を
宮
中
の
女

官
が
着
る
十
二

官
が
着
る
十
二
単ひ

と
え

ひ
と
えに

見
立
て

に
見
立
て

て
名
づ
け
ら
れ
た
。

て
名
づ
け
ら
れ
た
。

　

写
真
は
東
慶
寺
。
地
面
が

　

写
真
は
東
慶
寺
。
地
面
が

青
く
染
ま
る
ほ
ど
い
っ
ぱ
い

青
く
染
ま
る
ほ
ど
い
っ
ぱ
い

に
花
を
つ
け
て
い
た
。

に
花
を
つ
け
て
い
た
。

　

緑
の
竹
林
の
中
の
ゆ
る

　

緑
の
竹
林
の
中
の
ゆ
る

や
か
な
登
り
道
を
上
っ
て

や
か
な
登
り
道
を
上
っ
て

い
く
と
そ
こ
が
会
場
。
藤

い
く
と
そ
こ
が
会
場
。
藤

沢
市
遠
藤
健
康
の
森
で
４

沢
市
遠
藤
健
康
の
森
で
４

月
1616
日
、
「
第

日
、
「
第
1717
回
竹
炭

回
竹
炭

祭
」
が
開
か
れ
、
大
勢
の

祭
」
が
開
か
れ
、
大
勢
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
荒
れ
て

　

こ
の
催
し
は
、
荒
れ
て

い
た
「
遠
藤
健
康
の
森
」

い
た
「
遠
藤
健
康
の
森
」

の
環
境
整
備
を
進
め
る
た

の
環
境
整
備
を
進
め
る
た

め
に
発
足
さ
れ
た
「
遠
藤

め
に
発
足
さ
れ
た
「
遠
藤

竹
炭
の
会
」
（
冨
田
修
会
長

竹
炭
の
会
」
（
冨
田
修
会
長

＝
４
面
「
ひ
と
」
欄
で
紹

４
面
「
ひ
と
」
欄
で
紹

介
）
が
、
「
き
れ
い
な
川
、

）
が
、
「
き
れ
い
な
川
、

美
し
い
緑
、
文
化
の
町
遠

美
し
い
緑
、
文
化
の
町
遠

藤
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
活

藤
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
活

性
化
や
県
内
外
か
ら
訪
れ
る

性
化
や
県
内
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

人
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
始
め
た
。
隣
接

と
を
目
的
に
始
め
た
。
隣
接

す
る
慶
應
大
学
湘
南
藤
沢
キ

す
る
慶
應
大
学
湘
南
藤
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
の
学
生
、
市
や
近

ャ
ン
パ
ス
の
学
生
、
市
や
近

隣
の
小
中
学
校
、
地
域
の
ま

隣
の
小
中
学
校
、
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

な
ど
が
協
力
し
て
い
る
。

な
ど
が
協
力
し
て
い
る
。

　

筍
汁
・
甘
酒
が
無
料
で
振

　

筍
汁
・
甘
酒
が
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
、
間
伐
し
た
竹
か

る
舞
わ
れ
、
間
伐
し
た
竹
か

ら
作
ら
れ
た
竹
炭
の
窯
出
し

ら
作
ら
れ
た
竹
炭
の
窯
出
し

見
学
、
竹
炭
石
鹸
、
竹
酢
液

見
学
、
竹
炭
石
鹸
、
竹
酢
液

な
ど
竹
炭
関
連
商
品
の
販
売

な
ど
竹
炭
関
連
商
品
の
販
売

ほ
か
、
焼
き
そ
ば
、
ギ
ョ
ウ

ほ
か
、
焼
き
そ
ば
、
ギ
ョ
ウ

ザ
な
ど
の
模
擬
店
が
出
店
。

ザ
な
ど
の
模
擬
店
が
出
店
。

新
鮮
野
菜
や
掘
り
た
て
筍
の

新
鮮
野
菜
や
掘
り
た
て
筍
の

販
売
に
は
列
が
で
き
、
午
前

販
売
に
は
列
が
で
き
、
午
前

早
々
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人

早
々
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
人

気
だ
っ
た
。

気
だ
っ
た
。

　

仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民

　

仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民

謡
や
伝
統
芸
能
、
吹
奏
楽
演

謡
や
伝
統
芸
能
、
吹
奏
楽
演

奏
会
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

奏
会
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

鎌
倉
か
ら
来
た
と
い
う

　

鎌
倉
か
ら
来
た
と
い
う
8080

歳
代
の
女
性
は
「
竹
林
の
空

歳
代
の
女
性
は
「
竹
林
の
空

気
が
き
れ
い
で
す
が
す
が
し

気
が
き
れ
い
で
す
が
す
が
し

い
気
分
に
な
っ
た
。
来
て
よ

い
気
分
に
な
っ
た
。
来
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
鎌
倉
市
が
３
月

て
鎌
倉
市
が
３
月
2929
日
、
コ

日
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

「
セ
ブ
ン
―
イ

「
セ
ブ
ン
―
イ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
」
と
高
齢

パ
ン
」
と
高
齢

者
の
見
守
り
活

者
の
見
守
り
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。
同
社
の
鎌
倉
市
内

た
。
同
社
の
鎌
倉
市
内
1919
店

の
う
ち

の
う
ち
1717
店
で
行
っ
て
い
る

店
で
行
っ
て
い
る

自
宅
な
ど
へ
の
弁
当
や
店
内

自
宅
な
ど
へ
の
弁
当
や
店
内

商
品
の
「
お
届
け
サ
ー
ビ

商
品
の
「
お
届
け
サ
ー
ビ

ス
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
高

ス
」
を
通
じ
て
、
地
域
の
高

齢
者
ら
の
異
変
を
察
知
し
た

齢
者
ら
の
異
変
を
察
知
し
た

際
、
市
と
連
携
し
て
対
応

際
、
市
と
連
携
し
て
対
応

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
。

組
む
。

　

同
社
は
２
０
１
２
年
３

　

同
社
は
２
０
１
２
年
３

月
、
石
川
県
と
の
協
定
締
結

月
、
石
川
県
と
の
協
定
締
結

を
皮
切
り
に
こ
れ
ま
で
全
国

を
皮
切
り
に
こ
れ
ま
で
全
国

３
５
３
の
自
治
体
と
協
定
を

３
５
３
の
自
治
体
と
協
定
を

結
ん
で
い
る
。

結
ん
で
い
る
。

神
奈
川
県
で

神
奈
川
県
で

は
、
川
崎
市
に

は
、
川
崎
市
に

次
い
で
鎌
倉
市

次
い
で
鎌
倉
市

が
２
件
目
。

が
２
件
目
。

　

同
社
の
総
務
担
当
マ
ネ
ジ

　

同
社
の
総
務
担
当
マ
ネ
ジ

ャ
ー
は
「
見
守
り
を
す
る
人

ャ
ー
は
「
見
守
り
を
す
る
人

は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い

は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
よ
い

の
で
、
こ
の
活
動
が
広
が
っ

の
で
、
こ
の
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
と
い
い
と
思
う
」
と

て
い
く
と
い
い
と
思
う
」
と

話
し
て
い
る
。

話
し
て
い
る
。

　

言
葉
の
持
つ
力
、
想
い

　

言
葉
の
持
つ
力
、
想
い

を
湘
南
の
高
校
生
た
ち
と

を
湘
南
の
高
校
生
た
ち
と

〝
声
〞
で
伝
え
る「
コ
ト
ダ
マ

〝
声
〞
で
伝
え
る「
コ
ト
ダ
マ

ラ
ジ
オ
」が
４
月
５
日
か
ら

ラ
ジ
オ
」が
４
月
５
日
か
ら

毎
週
水
曜
午
後

毎
週
水
曜
午
後
1111
時
、鎌
倉

時
、鎌
倉

Ｆ
Ｍ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｍ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
。

　

８
月
に
封
切
り
の
湘
南
を

　

８
月
に
封
切
り
の
湘
南
を

舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画『
き
み
の
声
を
と
ど

ン
映
画『
き
み
の
声
を
と
ど

け
た
い
』公
開
記
念
番
組
で
、

け
た
い
』公
開
記
念
番
組
で
、

案
内
役
は
映
画
に
出
演
す
る

案
内
役
は
映
画
に
出
演
す
る

声
優
〝

声
優
〝
Ｎナ

ウ

ナ

ウ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ　

Ｏオ

ン

オ

ンＮ　

Ａエ

ア

ー

エ

ア

ー

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
〞の
６
人
グ
ル
ー
プ
。

〞の
６
人
グ
ル
ー
プ
。

　

１
回
目
の
出
演
は
、県
立

　

１
回
目
の
出
演
は
、県
立

鎌
倉
高
等
学
校
放
送
部
の
５

鎌
倉
高
等
学
校
放
送
部
の
５

人
。３
月

人
。３
月
3131
日
行
わ
れ
た
収

日
行
わ
れ
た
収

録
で
は
、案
内
役
の
飯
野
美

録
で
は
、案
内
役
の
飯
野
美

紗
子
さ
ん
（

紗
子
さ
ん
（
2020
）
の
「
コ
ト

）
の
「
コ
ト

ダ
マ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
の

ダ
マ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
の

問
い
に
、
杉
森
優
さ
ん
（
高

問
い
に
、
杉
森
優
さ
ん
（
高

３
）
は
「
強
い
思
い
を
持
っ

３
）
は
「
強
い
思
い
を
持
っ

て
言
葉
を
発
す
る
と
そ
れ
が

て
言
葉
を
発
す
る
と
そ
れ
が

現
実
に
な
る
こ
と
」
と
答

現
実
に
な
る
こ
と
」
と
答

え
、
そ
れ
ぞ
れ
先
生
や
母
親

え
、
そ
れ
ぞ
れ
先
生
や
母
親

ら
に
訪
ね
た
回
答
や
想
い
を

ら
に
訪
ね
た
回
答
や
想
い
を

発
表
し
て
話
し
合
っ
た

発
表
し
て
話
し
合
っ
た
＝
写
＝
写

真
。

　

案
内
役
の
田
中
有
紀
さ
ん

　

案
内
役
の
田
中
有
紀
さ
ん

（
1818
）
は
今
回
初
め
て
鎌
倉

）
は
今
回
初
め
て
鎌
倉

を
訪
れ
た
。
「
あ
た
た
か
い

を
訪
れ
た
。
「
あ
た
た
か
い

空
間
と
感
じ
た
」
と
感
想
を

空
間
と
感
じ
た
」
と
感
想
を

述
べ
、
「
高
校
生
た
ち
が
出

述
べ
、
「
高
校
生
た
ち
が
出

演
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
、

演
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
、

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
番

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
番

組
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み

組
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

を
語
っ
た
。

　
「
声
を
届
け
る
」
の
コ
ー

　
「
声
を
届
け
る
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
ラ
ジ
オ
を
通
し
て

ナ
ー
で
は
ラ
ジ
オ
を
通
し
て

届
け
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
＆
エ

届
け
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
＆
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
中
！　

応

ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
中
！　

応

募
は
住
所
、
氏
名
、
ペ
ン
ネ

募
は
住
所
、
氏
名
、
ペ
ン
ネ

ー
ム
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

ー
ム
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
載
し
、
メ
ー
ル

記
載
し
、
メ
ー
ルkoto@

koto@

kim
ikoe.com

kim
ikoe.com

、

0303
・

５
４
１
４
・
０
４
３
４
、
ハ

５
４
１
４
・
０
４
３
４
、
ハ

ガ
キ
〒
１
０
７
―
０
０
５
２

ガ
キ
〒
１
０
７
―
０
０
５
２

東
京
都
港
区
赤
坂
４
―
８
―

東
京
都
港
区
赤
坂
４
―
８
―

1414
坂
東
ビ
ル
２
Ｆ　

東
北
新

坂
東
ビ
ル
２
Ｆ　

東
北
新

社
「
コ
ト
ダ
マ
ラ
ジ
オ
」

社
「
コ
ト
ダ
マ
ラ
ジ
オ
」

宛
。
宛
。

「
第
２
回

「
第
２
回K

か

な

が

わ

か

な

が

わ

A
N
A
G
A
W
A

A
N
A
G
A
W
A
 

J

ジ
ュ
ニ
ア

ジ
ュ
ニ
ア

r　

T

ト

レ

イ

ル

ト

レ

イ

ル

R
A
IL

R
A
IL
 R

ラ

ン

ラ

ン

U
N
U
N
 ｉ
ｎ
ｉ
ｎ

逗
子
・
神
武
寺
」が
４
月

逗
子
・
神
武
寺
」が
４
月
1616
日

逗
子
の
神
武
寺
の
山
道
を
コ

逗
子
の
神
武
寺
の
山
道
を
コ

ー
ス
に
行
わ
れ
た

ー
ス
に
行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
寺
は
４
月

　

同
寺
は
４
月
2828
日
か
ら
５

日
か
ら
５

月
2828
日
ま
で

日
ま
で
3333
年
に
一
度
の

年
に
一
度
の

御
開
帳
が
あ
り
、同
大
会
は

御
開
帳
が
あ
り
、同
大
会
は

こ
の
機
に
合
わ
せ
て
の
開
催

こ
の
機
に
合
わ
せ
て
の
開
催

と
な
っ
た
。約
２
４
０
人
の

と
な
っ
た
。約
２
４
０
人
の

参
加
者
た
ち
は
、未
就
学
児

参
加
者
た
ち
は
、未
就
学
児

童
、小
学
校
低
学
年
・
高
学

童
、小
学
校
低
学
年
・
高
学

年
、中
学
生
・
保
護
者
の
各
部

年
、中
学
生
・
保
護
者
の
各
部

門
に
わ
か
れ
、１
〜
２
・
５
㎞

門
に
わ
か
れ
、１
〜
２
・
５
㎞

の
コ
ー
ス
で
競
い
合
い
、今

の
コ
ー
ス
で
競
い
合
い
、今

年
も
平
井
竜
一
逗
子
市
長
が

年
も
平
井
竜
一
逗
子
市
長
が

選
手
と
し
て
参
加
し
た
。

選
手
と
し
て
参
加
し
た
。

　

上
位
３
人
が
学
年
男
女
別

　

上
位
３
人
が
学
年
男
女
別

に
表
彰
さ
れ
全
員
に
完
走
賞

に
表
彰
さ
れ
全
員
に
完
走
賞

が
贈
ら
れ
た
。未
就
学
児
童

が
贈
ら
れ
た
。未
就
学
児
童

部
門
で
１
位
と
な
っ
た
荒
木

部
門
で
１
位
と
な
っ
た
荒
木

い
ろ
は
さ
ん（
５
）に
伴
走
し

い
ろ
は
さ
ん（
５
）に
伴
走
し

た
母
親
の
美
和
さ
ん（

た
母
親
の
美
和
さ
ん（
3838
）は）は

「
一
人
で
走
れ
た
こ
と
を
ほ

「
一
人
で
走
れ
た
こ
と
を
ほ

め
て
あ
げ
た
い
」と
ゴ
ー
ル

め
て
あ
げ
た
い
」と
ゴ
ー
ル

後
の
娘
を
抱
き
し
め
た
。

後
の
娘
を
抱
き
し
め
た
。

　

仲
間
た
ち
と
１
年
か
け
て

　

仲
間
た
ち
と
１
年
か
け
て

参
道
の
整
備
も
し
て
き
た
主

参
道
の
整
備
も
し
て
き
た
主

催
者
代
表
の
プ
ロ
ト
レ
イ
ル

催
者
代
表
の
プ
ロ
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ナ
ー
宮
地
藤
雄
さ
ん

ラ
ン
ナ
ー
宮
地
藤
雄
さ
ん

（
3939
）は「
）は「
3333
年
大
祭
直
前
の

年
大
祭
直
前
の

開
催
で
恩
返
し
を
し
た
か
っ

開
催
で
恩
返
し
を
し
た
か
っ

た
。自
然
の
中
で
の
催
し
で

た
。自
然
の
中
で
の
催
し
で

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
と
学
び

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
と
学
び

の
機
会
を
」と
地
元
へ
の
メ

の
機
会
を
」と
地
元
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。 （
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

鎌
倉
朝
日
俳
壇
の
選
者
が

　

鎌
倉
朝
日
俳
壇
の
選
者
が

交
代
し
ま
し
た
。５
月
号
か

交
代
し
ま
し
た
。５
月
号
か

ら
星
野

ら
星
野
高た

か
た
か

士し

さ
ん（『
玉
藻
』

さ
ん（『
玉
藻
』

主
宰
、鎌
倉
虚
子
立
子
記
念

主
宰
、鎌
倉
虚
子
立
子
記
念

館
館
長
）が
担
当
し
ま
す
。

館
館
長
）が
担
当
し
ま
す
。

前
任
の
志
摩
知
子
さ
ん（『
和

前
任
の
志
摩
知
子
さ
ん（『
和

賀
江
』主
宰
）に
は
１
９
８
９

賀
江
』主
宰
）に
は
１
９
８
９

年
か
ら

年
か
ら
2828
年
間
務
め
て
い
た

年
間
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り

だ
き
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
歌
壇
・
俳
壇
投
稿
募
集

歌
壇
・
俳
壇
投
稿
募
集

　

ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
枚
に

　

ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
枚
に

３
首
・
句
ま
で
）と
同
じ
面

３
首
・
句
ま
で
）と
同
じ
面

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

記
入
し
、
１
面
題
字
下
住
所

記
入
し
、
１
面
題
字
下
住
所

の
鎌
倉
朝
日
へ
ご
応
募
く
だ

の
鎌
倉
朝
日
へ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
締
切
は
毎
月

さ
い
。
締
切
は
毎
月
1010
日
。
日
。

青
紫
色
の
セ
イ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ 152152

文　
　

小
林
千
穂

文　
　

小
林
千
穂

写
真　

松
原
省
吾

写
真　

松
原
省
吾

鎌
倉
に
あ
っ
た
幻
の
大
学
の
姿
を
追
う

鎌
倉
に
あ
っ
た
幻
の
大
学
の
姿
を
追
う

遠
藤
健
康
の
森
で
第

遠
藤
健
康
の
森
で
第
1717
回
竹
炭
祭

回
竹
炭
祭

里
山
の
文
化
と
味
覚
を
味
わ
う

里
山
の
文
化
と
味
覚
を
味
わ
う

「
コ
ト
ダ
マ
ラ
ジ
オ
」放
送
中

「
コ
ト
ダ
マ
ラ
ジ
オ
」放
送
中
!

高
校
生
た
ち
が
想
い
伝
え
る

高
校
生
た
ち
が
想
い
伝
え
る

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア　

『
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア　

青青
のの
時
代
』

時
代
』封切

鎌倉ＦＭ

鎌
倉
市
が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
協
定

鎌
倉
市
が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
協
定

２
４
０
人
が
快
走

２
４
０
人
が
快
走

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

逗
子
で
ジ
ュ
ニ
ア

逗
子
で
ジ
ュ
ニ
ア

選
者
に
星
野
さ
ん

選
者
に
星
野
さ
ん

鎌
倉
朝
日
俳
壇

鎌
倉
朝
日
俳
壇

宅
配
で
高
齢
者
の
見
守
り

宅
配
で
高
齢
者
の
見
守
り

弁当のお届けサービス弁当のお届けサービス

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１７年（平成２９年）５月１日 第458号 1部　108円 （８）


